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編 集 後 記

4 月号「仮設工特集」予告
・LNG船の防熱施工用船内足場
・東京港臨海大橋工事
・森吉山ダム貯水池横断橋下部工事　森吉山ダム ハイブリッドスリップフォーム
・京急蒲田駅付近連続立体交差事業 第 4 工区工事
・地中埋設物を避けて削孔する「曲がり削孔工法」
　　構造物直下の液状化対策とタイロープ埋設位置探査の施工事例
・ 篭状複合相対攪拌翼機構によるエポコラム -Loto 工法
　　残置 PC杭破砕工と地盤改良との併用施工事例
・仮設テントハウス
・単管足場に対する法面機械構台システム足場の優位性
・ラック足場（ラックレール式移動吊足場）工法
・作業所事務所における環境配慮技術の適用事例
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今年は，2月にバンクーバー冬期
オリンピック，6 月にサッカーの
ワールドカップ南アフリカ大会と大
型スポーツイベントが続き，スポー
ツファンには，楽しみが多い年です。
本誌が皆様のお手元に届く頃に

は，すでにバンクーバーオリンピッ
クが終了しています。果たして結果
は，どうでしょうか。
さて，話は変わりますが，1月 25

日に㈶建設経済研究所から，建設経
済モデルによる建設投資見通しが発
表されました。
2010 年度の名目建設投資は前年
度比 10.4％減の 37 兆 6900 億円。実
質建設投資は前年度比 10.0％減の
36兆8800億円と見込まれています。
実質建設投資は，40 年前の 1969

年度の 37 兆 8968 億円を下回る水
準で，ピークだった 1992 年度の
43.5％まで落込む見込みです。
一方，供給側の建設業者数や就業

者数はいまだ高水準にあります。
建設業許可業者数は，国土交通省

の調査結果によると，2009 年 3 月

末で約 51 万業者，ピーク時（2000
年 3 月末）の約 85％。建設業就業
者の数は，総務省の「労働力調査」
によると，2009年が517万人で，ピー
ク時（1997 年）の 75.5％です。
建設産業は，建設投資と建設業者

数のバランスが崩れて，供給過剰に
なっており，市場を通じた再編・淘
汰が避けられない状況にあります。
今後，企業間競争が激化するなか

で，生き残るには，工事生産性の向
上が必要です。そして，その有効策
として，情報化施工が挙げられます。
情報化施工を導入することによる

メリットには，作業効率や作業精度
の向上，工事時間の短縮，丁張り作
業の大幅軽減，環境負荷軽減の効果，
安全性の向上，夜間作業も可能など
があります。
3月号は，その「情報化施工」特

集です。情報化施工に関する行政情
報，および JCMA・会員等の最新
の取り組み（新技術・施工事例等）
を紹介しています。
最後になりましたが，ご多忙中に

もかかわらずご執筆頂いた筆者の皆
様に深く御礼申し上げます。
 （藤島・斉藤）


